
No.1３ 令和５年３月２４日（金） 教育目標

○心豊かな子

学 校 だ よ り ○進んで学ぶ子

下野市立石橋北小学校 ℡５２－１１３４ ○健康でたくましい子

3月17日（金）「石橋北小学校 第42回卒業式」及び「卒業お祝いの会」を行いまし
た。「お祝いの会」では、１～４年生が多目的ホールで６年生へのメッセージを伝えました。
登校班や清掃班、レインボー班で、６年生はいつも、下級生のことを考え、リーダーシップを
発揮して皆をまとめてくれました。その６年生が、中学校の制服に身を包み、立派な姿で卒
業していく姿を皆で見届けることができて、本当によかったです。顔を合わせ、お互いの気
持ちを言葉にして、声に出して送ることができました。下級生の感謝の思いが伝わる会と
なりました。
卒業式の「別れの言葉」の中で卒業生が

歌う「旅立ちの日に」。１～４年生には、体育
館で練習している歌声を聴いてもらいまし
た。卒業する６年生の立派な姿を心にとどめ
てほしいと願っています。
６年生一人一人のしっかりとした姿に胸

が熱くなりました。友だちを大切にし、家族
や先生、周囲の方々に感謝する、そして３A
運動に取り組む石橋北小の卒業生であるこ
とに誇りをもって、頑張っていってほしいと思
います。卒業生のこれからが、笑顔にあふれ、充実したものになるよう、応援しています。



14日間の春休みが始まります。６年生のいない今週は、少しガランとして、なんとなく静
かでもの足らない1週間でした。でも、１～５年生は元気で、どのクラスも学習のまとめや教
室の片付け、掃除などを精一杯頑張る、充実した日々でした。今年は、学級休業などもあ
り、欠席が多かった時、思うように学習を進められないこともありました。終盤の頑張りは
目覚ましかったです。「学力テスト」の結果や、今日お子さんを通じてお渡しした「学びの
姿」などを見て、今年のまとめ、復習に力を入れてほしいと思います。
21日（火・祝）は、「先生や友だちに会えないから休みじゃなくていいのに。」などという

声もあったと聞き、楽しい１年間を過ごしたんだなあと嬉しく思いました。学校で、ボールを
追いかけたり、走り回ったり、遊具で遊んだりしている姿がいいなあと思います。
春休みは、子どもたちはどのように過ごすのでしょうか。次のような資料がありました。
スマホがなかった時代 放課後に公園や空き地、野山で遊ぶ 16：00-17：30
（１９８５年頃の一例） 帰宅後、夕食までの時間にTV視聴 17：30-18：30

夕食後の娯楽として読書やマンガ 20：00-21：00
夕食後の娯楽としてテレビゲーム 20：00-21：00

1985年頃の日常的な娯楽全般が、現在では全てスマホ１台で完結してしまうそうです。
そして、その頃の娯楽には、全てに「終わり」があり、「日没・番組終了・ゲームクリア」等で
自然終息せざるを得ない状況がありました。
今も30年前も娯楽や行動自体は大差はありません。ただ、今は、「見たいTV番組が終

わった。ゲームを全てクリアして飽きた。」という自然終息がなく、自己抑制が働かない限り
永遠とやり続けることができるという大きな違いがあるそうです。現在の子どもたちは、自
己抑制が難しい状況にいるということです。 （和歌山大学：豊田充崇 教授）
ご家族が、ゲームの終了時刻を設定してくださったおかげで、学校での生活が見違える

ように元気になったお子さんもいます。どうか、春休みも「家族みんなで身体を動かす」や
「家の手伝いをさせる」といった時間もつくってみていただければと思います。


